
平成２４年２月１３日 

 

平成 24年度市税の当初予算について 

 

 

■市税収入は２年ぶりの減収となる見込み（当初予算ベース） 

平成 24 年度の市税当初予算は、個人市民税や法人市民税においては増収が見込まれるものの、

固定資産税や都市計画税において減収が見込まれることから 1,576 億 5,700 万円と、前年度に

比べ△0.8％、13億 900万円の減となった。 

 

〈個人市民税〉  税制改正（年少扶養控除の廃止等）の影響による増収を見込む 

【予算額 454 億 1,500 万円  前年度比 ＋2.0％、＋8億 7,900 万円】 

 

〈法人市民税〉  欧州の政府債務危機や円高の影響など景気の下振れリスクが存在するものの、東日

本大震災からの復興関連需要の顕在化などで、景気は緩やかな持ち直し傾向が続

くと期待されるため増収を見込む 

【予算額 136 億 5,400 万円  前年度比 ＋7.3％、＋9億 3,000 万円】 

 

〈固定資産税〉  土地及び家屋は、評価替え(３年毎)などによる減、償却資産は新規設備投資により

微増、国有資産等所在市町村交付金は国有財産台帳の見直し（５年毎）により減とな

ることから、固定資産税全体としては減収を見込む 

【予算額 693 億 5,700 万円  前年度比 △5.4％、△39 億 2,100 万円】 

    

〈市たばこ税〉   売り渡し本数が前年度予算ベースを上回る見込みであることから増収を見込む 

【予算額  75 億 8,900 万円  前年度比   ＋14.4％、＋9億 5,500 万円】 

 

〈環境未来税〉  産業廃棄物の搬入量の増加による増収を見込む 

【予算額  15 億 1,000 万円  前年度比   ＋25.4％、＋3億 600 万円】 

 

《市税予算額の推移》              （単位：百万円、％） 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成2３年度 平成2４年度 区  分 

予算額 伸張率 予算額 伸張率 予算額 伸張率 予算額 伸張率 予算額 伸張率

市 税 計 169,619 0.1 162,306 △4.3 158,524 △2.3 158,966 0.３ 157,657 △0.8

個人市民税 47,157 2.2 47,275 0.3 46,143 △2.4 44,536 △3.５ 45,415 2.0

△6.5 △26.7 △21.5 9.8 7.3法人市民税 20,139 14,763 11,588 12,724 13,654

固定資産税 73,196 0.8 72,131 △1.5 72,896 1.1 73,278 0.5 69,357 △5.4

そ の 他 29,127 △0.1 28,137 △3.4 27,897 △0.9 28,428 1.9 29,231 2.8

※その他：軽自動車税、市たばこ税、鉱産税、特別土地保有税、入湯税、事業所税、都市計画税及び環境未来税の合計額 
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